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データヘルス改革に関する工程表（抜粋）
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第８回データヘルス改革推進本部資料
（令和３年６月４日）（一部加筆）



医療情報ネットワークの基盤に関する
ワーキンググループ
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○ これまで地域医療介護総合確保基金及び地域医療再生基金を活用し、地域医療情報連携ネッ
トワークの構築を進めてきたところ。

○ また、電子カルテ情報及び交換方式の標準化として、データ交換は、HL7 FHIRの規格を用
いてAPIで接続する仕組みを検討することとし、まずは診療への一次利用で有用な傷病名、
アレルギー情報、診療情報提供書等の標準化から進めている。

○ 患者紹介や逆紹介時、専門医への照会時などでの医療情報の電子的なやりとりの他、各領域
における患者レジストリの構築など、一次利用、二次利用で様々なニーズがある。

○ 更に、デジタルガバメント実行計画（令和2年12月25日閣議決定）では、準公共分野（医
療、教育、防災等）等の情報システムについても「（仮称）Gov-Cloud」の活用に向けた検
討を進めるとされている。

○ 一方、地域医療情報連携ネットワークではそれぞれで活動状況に濃淡があり、医療機関の参
加率が低い地域があるなど、医療情報のやりとりが広く電子的になされている現状にはない。

○ これらを踏まえ、効率・効果的な医療情報ネットワークの基盤について検討を進めることが
必要。

○ 健康・医療・介護情報利活用検討会の下、全国的な医療情報ネットワークの基盤に関する議
論を行うワーキンググループを設置する。

○ 本ワーキンググループでは、データヘルス改革に関する工程表に従って、医療情報ネット
ワークの基盤のあり方（主体、費用、オンライン資格確認等システムや政府共通基盤との関
係、運用開始時期等）及び技術的な要件について、令和４年度までに調査検討し、関係審議
会に報告等を行いつつ、結論を得る。

第７回健康・医療・介護情報利活用検討会及び第７回医療等情報
利活用ＷＧ（令和３年７月29日）資料３

第１回 健康・医療・介護情報利活用検討会医療情報ネットワー
クの基盤に関するWG（令和３年11月５日）



全国的に電子カルテ情報を閲覧可能とするための基盤構築に向けた
議論の進め方について
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（１）FHIR準拠の文書を共有するための情報基盤の整理

①具体的な仕組み ②基盤の開発・運用主体、運用費用の負担 ③ガバメントクラウドの活用 等

（２）共有するべき情報の整理

①厚労省標準規格の情報拡充の計画策定 ②規格化及びコードの維持管理等の体制整備 等

（３）電子カルテの普及

①情報化支援基金の要綱検討

現状の課題

 健康・医療・介護情報利活用検討会

• 今後上記を検討していくために、下記WGでの検討を指示・了承

【医療等情報利活用WG】

• 厚労省標準規格の情報拡充の計画策定 等

【医療情報ネットワークの基盤に関するWG】

• 情報基盤の具体的な仕組み、ガバメントクラウドの活用

• 規格化及びコードの維持管理等の体制整備

• 情報化支援基金の要綱 等

※なお医療情報ネットワークの基盤に関するWGについては、検討に当たって構成員の見直しを行う

 社会保障審議会

【医療部会】・【医療保険部会】

• 上記議論を報告

議論する会議体（案）

第９回 健康・医療・介護情報利活用検討会
（令和４年５月17日）資料２

第88回 社会保障審議会(医療部会)
（令和４年６月３日）資料３一部改変



電子カルテ情報等の標準化 今後の進め方（イメージ）

2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

HL7 FHIR準拠の電子カルテ 機能拡充等

傷病名・医薬品・検査コードを
標準規格文書に採用

標準コード・マスターの
標準規格文書への格納を要件化

医療情報

標準仕様

コード・マスター

情報基盤

オンライン資格確認等システムネットワーク

普及・推進

利活用

1次利用

2次利用

レ
セ
プ
ト

医
事

電
子
カ
ル
テ

診
療
情
報

① 医療機関－医療機関
② 医療機関－患者（PHR）
③ 医療機関－行政
④ 医療機関－学会等

とのやり取りで必要・有益な情報 を随時拡充

HL7 FHIR準拠の
電子カルテ情報及び交換方式の整備

患 者

電子
レセプト

電子
レセプト

支 払 基 金・国 保 中 央 会

オンライン資格確認等システム 電子処方箋管理サービス

② 医療機関規模に応じた医療情報化支援基金による支援

各臨床系学会による主要疾患のレジストリー等に必要な詳細項目の標準化

① HL7 FHIR/電子処方箋の２規格を搭載した電子カルテの導入

(要検討) (要検討) (要検討)

（要検討）
医療機関と医療機関、PHR、行政、学会等との間で
電子カルテ情報を送受信・保管するための
ネットワーク経路、基盤システム仕様

・診療情報提供書
・退院時サマリー
・健診結果報告書

---------------------------------

・傷病名 ・アレルギー
・感染症 ・薬剤禁忌
・検査 ・処方
（救急、生活習慣病）

HL7
FHIR

電子
カルテ

1:薬剤情報
2:特定健診情報

3:手術、4：入院料等、5：放射線治療、6：画像診断、7：病理診断
8：医学管理等、9：在宅医療、10:処置(透析)、11：診療年月日

マイナポータル

電子
処方箋

オ
ー
ダ
ー

第８回 健康・医療・介護情報利活用検討会
（令和４年３月４日）資料２ 一部改変
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考えられる実装方法（イメージ）

支払基金等

医療機関等

医療機関等

①

本人同意

全国的に電子カルテ情報を医療機関等で閲覧可能とするため、以下の実装方法についてどのように考えるか。

① 医療機関等の間でやり取りする３文書情報について、既存のオンライン資格確認等システムのネットワーク上で
相手先の医療機関等に送信し、相手先の医療機関等において本人同意の下で同システムに照会・受信できるようにしてはどうか。

電子
レセプト

①３文書
・診療情報提供書
・退院時サマリー
・健診結果報告書

---------------------------------

②６情報
・傷病名 ・アレルギー
・感染症 ・薬剤禁忌
・検査（救急、生活習慣病）

・処方

HL7
FHIR

オンライン資格確認等システムネットワーク

特定健診等情報

薬剤情報、医療機関名、診療年月日、
手術、放射線治療、画像診断、

病理診断、医学管理等、処置(透析)

レセプトから抽出 保険者が登録

資格情報

保険者

マイナポータル
（情報提供等記録開示システム）

電子証明書の

シリアル番号
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電子カルテ情報の登録

電子カルテ情報
交換サービス（仮称）

電子
カルテ

既存部分

新規部分

レセプト
診療報酬請求

オンライン資格
確認等システム

送受信方式

文書発行の
都度、登録

第４回 健康・医療・介護情報利活用検討会
医療情報ネットワークの基盤に関するWG

（令和４年５月16日）



データヘルス改革に加えて「医療DXの取組」と合わせた議論が必要となった
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➣ 経済財政運営と改革の基本方針2022（令和４年６月７日閣議決定）では、全国医
療情報プラットフォームの創設、電子カルテ情報の標準化等及び診療報酬改定に関
するＤＸの取組を行政と関係業界が一丸となって進める方針が明記された。

➣ そのため、政府に総理を本部長とし関係閣僚により構成される「医療ＤＸ推進本
部」が10月12日に設置され、2023年春に工程表を策定すること、当該工程表に
沿った計画的な取組を推進することが総理から示された。

➣ 厚生労働省内においては厚生労働大臣をチーム長として、「医療DX令和ビジョン
2030厚生労働省推進チーム」を設置し、「電子カルテ・医療情報基盤」タスク
フォース等にて整理を行う事となった。

➣ 全国医療情報プラットフォームの創設については、すでに整備が進んでいるオン
ライン資格確認等システムの拡充によって実現するとされており、今後、電子カル
テ情報の共有の仕組みの検討と連携して進めていく必要がある。

医療DXの経緯と論点



医療DXの推進にあたっては、「PHRの推進」や「切れ目のない質の高い医療の提供の推進」等、幅広い視点から複合的に検討

していく必要がある。

医療DXの推進に向けて幅広い視点から複合的な検討が必要
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医療DXも踏まえた電子カルテ情報を共有できる仕組みの実装方法（イメージ）

出所：第４回健康・医療・介護情報利活用検討会医療情報ネットワークの基盤に関するワーキンググループ（令和４年５月16日）
資料１「全国的に電子カルテ情報を閲覧可能とするための基盤について」に加筆

②

本人同意

患者

②

全国の医療機関等

紹介先の医療機関等

具体的には患者の健康管理に有用な一部の電子カルテ情報について、マイナポータル等を通じて本人が閲覧できる仕組みとする

と共に、 本人同意の下、全国の医療機関等でも患者自身が閲覧可能な情報を共有できる仕組みを検討したい
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電子カルテ情報交換サービス（仮称）における運用全体概要と利点（案）
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文書情報の受領文書情報の発行

 文書情報を発行し、電子カル

テ情報交換サービスへ登録

医師患者

連携元医療機関等 連携先医療機関等

 電子カルテ情報交換サービス

から予約患者の文書情報を

事前に取得(要検討)

 文書情報の発行形態同意取

得(医師・職員へ伝え院内シス
テムへ登録)(要検討)

院内システム文書情報

 文書情報を確認し、患者を診

察

患者 医師

医療機関等

電子カルテ情報の閲覧・診察電子カルテ情報の閲覧同意

 顔認証付きカードリーダーで電子カ

ルテ情報閲覧への同意を行う

患者 マイナンバーカード

 電子カルテ情報を閲覧し、患者を

診察

患者 医師

文
書
情
報
の
電
子
化

 予約患者来院時に文書情報

の取込状況を確認（予約以

外は個別に取得）

患者 職員等

事務作業及び電子カルテ等への記載の省力化

文書情報の紛失・持参忘れ防止

重複検査等の防止

質の高い医療の提供

印刷・郵送の手間・コスト削減

文書情報の偽造・再利用防止

正確な患者情報（基礎疾患、アレルギー、感染症等）の把握により、

適切な医療サービスを受けることができる

電子カルテ情報交換サービス（仮称）

を導入することによる利点

文書情報
患者 職員等同意取得

（発行形態）

②‘文書情報の取得

②‘‘引換番号、又

は提出する文書
情報の選択

①文書情報・発行
形態の登録

②文書情報の

事前取得

①閲覧同意の登録
②電子カルテ情報の
取得

電
子
カ
ル
テ
情
報
の
活
用

電子カルテ情報交換サービス（仮称）

オンライン資格確認等システム

文書情報DB

電子カルテ情報DB

マイナポータル

 マイナポータル等で電子カルテ情報を閲

覧し、問診票の入力、受診予約の確認

（要検討）

患者
マイナンバー

カード

自宅等

医療機関での問診における

情報確認の手間削減

✓ーーーーーー
✓ーーーーーー
✓ーーーーーー

問診票入力

①電子カルテ情報
の閲覧

問診入力・予約確認
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本日の議題
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➣ 文書情報（3文書）及び電子カルテ情報（６情報）
の閲覧対象について

➣ 電子カルテ情報の提供の仕方に係る議論

➣ 今後の進め方について


